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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2024-04-01 No. 162 

 

IEC: 規格解説: CISPR JTF SC-A/I における審議状況: 基本規格と製品規格の

整合(2/2) 
 CISPR/SC-A と SC-I のジョイントタスクフォース（以下（JTF SC-A/I）は、2006 年 7 月に

CISPR/I/195/DC として提案され設置された。そこでは製品規格に規定されており、基本規格で

ある CISPR 16 シリーズに反映されていない技術要求項目を移転する作業を進めるために、多く

の規定で整合化が図られた。近年、CISPR 32 第 2.1 版に 1 GHz 超の放射妨害波測定における受

信アンテナのフルハイトスキャン要求を導入したことで基本規格との不整合が指摘された。再

度 JTF SC-A/I による審議を再開させることが決定し、CISPR32 と CISPR16 シリーズを整合化さ

せるために、本項紹介の項目について審議することが確認された。 

 

UNECE: 国連の新たな規制により、追加の運転支援システムの展開への道が

開かれる 
 UNECE の自動化/自動運転およびコネクテッド車両に関する作業部会は、運転制御支援システム

（DCAS）を搭載した車両の承認に関する規定を定義し、そして、レーンキープアシストなど、

先進運転支援システム（ADAS）を搭載した車両の最低限の安全要件を規定する新しい規制の草

案を採択した。新しい規制は、2024 年 6 月の採択に向けて自動車規制調和世界フォーラム

（WP.29）に提出され、2025 年 1 月に発効される予定である。 

 

USA: FCC: KDB: 別の機器認可申請の試験データの参照を認める FCC のポ

リシーは? 
 関連する機器認可申請で以前に提出された試験レポートに記載の試験データを参照するための

指針が述べられている FCC の文書が改訂され 484596 D01 Referencing Test Data v02r03 として発

行された。 

 

USA: FCC: 5.9 GHz 帯の下位 45 MHz を高度交通システム(ITS)用途から

WiFi に 
 米国 FCC は、米国自動車イノベーション協会及び 5G 自動車協会がそれぞれ提出した、本手続

きの一次報告及び命令の再審議及び部分的再審議の申し立てを却下する。 

 従って、5.850～5.895GHz (5.9GHz 帯の下位 45MHz)を高度交通システム(ITS)用途から転用し、

より柔軟な免許不要用途を提供する一方、5.9GHz 帯の 5.895～5.925GHz (5.9GHz 帯の上位

30MHz)を重要な ITS 用途に引き続き割り当てた以前の一次報告及び命令を維持する。 

 

USA: CPSC: 住宅用自動ガレージドア開閉装置の安全基準 
 CPSC は、住宅用自動ガレージドア開閉器に関する消費者製品安全委員会の安全規制に含めるた

めの前段階ステップとして、UL 規格 UL 325 の閉じ込め防止規定の変更を承認した。 

 本直接の最終規則 direct final rule は、これらの上述の変更を反映するために委員会の住宅用自動

ガレージドア開閉器規制を修正する。 

 

総務省: 電波利用環境委員会報告（CISPR 会議の審議結果について）概要の

報告(2/2) 
 

総務省: 4.9 GHz 帯における第 5 世代移動通信システムの技術的条件: 通信審

議会からの答申 
 情報通信審議会では、4.9 GHz 帯（4.9 GHz～5.0 GHz）を 5G で使用するための技術的条件につ

いて検討を行い、本日、同審議会から一部答申を受けた。 
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IEC: 規格解説: CISPR JTF SC-A/Iにおける審議状況: 基本規格と

製品規格の整合(2/2) 
 
 

 

 

 

Summary 

CISPR/SC-A と SC-I のジョイントタスクフォース（以下（JTF SC-A/I）は、製品規格に規定されて

いるが、基本規格である CISPR 16 シリーズに反映されていない技術要求項目を移転する作業を進

めるために、2006 年 7 月に CISPR/I/195/DC として設置が提案された。その結果、通信ポートの伝

導妨害波測定に使用する擬似通信回路網をはじめ各種事項で、整合化が図られた。 

近年、CISPR 32 第 2.1 版に 1 GHz 超の放射妨害波測定における受信アンテナのフルハイトスキャン

要求を導入したことで基本規格との不整合が指摘された。再度 JTF SC-A/I による審議を再開させる

ことが決定した。CISPR32 と CISPR16 シリーズを整合化させるために、以下の項目について審議す

ることが確認された。 

CISPR/SC-I/MT7 エキスパート CISPR/JTF SC-A/I メンバー 

長部 邦広 

前号では、以下をお伝えしました:   

JTF SC-A/I での審議内容 

1. 有線ネットワークポートの伝導妨害波許容値の理論的根拠の追加 

2. CISPR 16-1-2 に CISPR 32.Ed.2.1 で新たに採用された通信用ポート AAN の追加 

 

3.  伝導妨害波測定における測定配置に関する要求事項の追加 

 CISPR32 では、伝導妨害波測定における測定配置に関する事項が、本文 6.4 項図 2「ホスト システ

ムとモジュール EUT」と付則 D の表 D.2「配置間隔、距離、および許容範囲」に規定されているおり、

この内容に対応する要求事項が CISPR16-2-1 にはなかった。そこで、CISPR16-2-1 に以下 1)から 5)の

内容を追加することが合意された。 

1) CISPR 16-2-1 の 6.4.1 項に新しい項を追加して CISPR32 の本文 6 章にある内容と図 2 の「ホストシ

ステムとモジュール EUT」を追加する。 

 

 
CISPR 32 第 3 版 図 2– 異なる種類のモジュールを装着可能なホストシステムの例 

 

2) CISPR 16-2-1 の 6.4.1.1 項に CISPR32 の付則 D の表 D.2「配置間隔、距離、および公差」につい

て、伝導妨害波に関連する項目を追加する。 

3) CISPR 16-2-1 の表 H.1 を CISPR 32 の表 C.1 に差し替えし、相互参照が出来るように調整する。 

4) CISPR 16-2-1 の図 H.1 と H.3 の矢印の位置を正しい方向に修正する。 

5) CISPR 16-2-1 の付則 I に、EUT のインピーダンスによって妨害波電圧測定値に影響を及ぼさない
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社長の独り言 
 
 
 
 
2024 年 3 月 21 日 
濱口慶一 

 
能登半島地震で始まった 2024 年ですが、早くも 3 か月が経とうとしています。少しバブル気味の

株価の上昇や円のドルに対しての安さは、一部の企業にとってはよいのでしょう。ただ、コロナ禍に

よる消費の落ち込みの影響などで売り上げの良くない企業なども少なくありません。特に街を歩くと

店じまいしている商店の多さに驚きます。政治の方も、国内経済にもっと目を向けていただきたいと

思う最近です。 
 
長岡科学技術大学の社会人向け修士課程のシステム安全科を卒業してまもなく 1 年を迎えます。 
卒業報告も兼ねて多くのお客様を訪問しましたが、“濱口君、いま話してくれていることと実際のコ

スモスさんの見積もりや納期が違っており、不満がありますよ”といったような話をされるお客様が

多くおられました。学業に励む一方で、実務については社員に任せっぱなしの面があったことを深く

反省しています。“お客様目線の営業でなくなってきていますよ”との言葉は、私にとっては厳しくも

ありがたい指摘です。 
コスモスの創業時に、価格は絶対にエーペックス社の半額以上にしない、納期は絶対に負けないよ

うに 24 時間動いてでもお客様の要望に応えていくことをモットーにしてきたつもりでしたが、実際

は違っていたことに気づきました。お客様の要望に素直に対応してきたからこそ、37 年間企業とし

て成長できたと理解しています。ここで社員全員が反省し、初心に戻り、企業として創立 40 年を迎

えたいと思います。長岡科技大で教えられたいろいろな学科の中でも、技術者倫理感、正しい企業倫

理感を持ち、お客様に信頼され、次回もお願いしますと指名されて業務のリピートをいただける社内

文化の構築に向け、弊社の品質システムの再構築を始めたいと思います。 
その開始にあたり、新しい品質システムとして、長岡科学技術大学教授の梅崎先生が唱えておられ

た“EBS(Evidence Based Safety)”を基に Original Evidence Based Safety System(先月号参照)を導入

する一方で、ISO/IEC 17025、ISO/IEC 17065 にも確実に適合させて行く所存です。その中で、組織

のセキュリティマネジメント規格である ISO/IEC 27001 及び ISO 15001 にも合わせていきたいと思

います。 
Original(原紙)に重点を置くと、業務依頼書などについて印を押された原紙の送付など、お客様には

少しご負担をおかけすることになりますが、言った、言わない、見た、見せていただいていないなど

の、不毛な議論をなくすためにも必要と考えています。 
ISO 31000 に基づき弊社の組織を分析すると、いろいろな面でお客様にご迷惑をおかけした原因が

少し見えてきました。ISO 31000 に説明されている企業文化も組織の中の大きなリスクとして、重要

なリスク分析の対象になっています。 
創業 37 年の今、経営者としてやってこれたことに少し有頂天になっていたと思います。社是、宣言

（コミットメント）、品質方針なども、各監督署庁のご指摘を受けなくても良いように、事前に何度

も監督署庁に通ってご指導を仰ぎたいと思います。 
 
長岡科学技術大学でいろいろと教えていただいたことを活かし、“我が国の最初の民間第三者検査機

構”と評価していただけるようにコスモスの品質システムを改良していきますので、ご支援、ご鞭撻

を伏してお願い申し上げます。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 

 

株式会社コスモス・コーポレイションは、下記 Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web 情
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本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 
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本誌は、EMC、安全、及び省エネ (EMC, Safety and Energy Conservation ) 分野に係り、世界の主要機関
/地域により実施されかつ電気電子製品デバイスに適合が求められている規格/法規制について、その
関連情報を、お届けいたします。 

重要情報を幅広く調査、収集、かつ、要約して掲載し、当該分野の最新情報、潮流をすばやく捉える
ことができるようにいたします。情報源を明示しますので、貴殿の関心により、更に深い調査が可能
です。 

本誌は各国への技術法規適合製品を試験 認証 開発 管理される部門の方にとり必読の内容です。 

 - 対象機関/地域: IEC 等国際機関、並びに、FCC, UL を含む米国、EU 及び UK, CENELEC, CEN を含む
欧州、その他オセアニア、及び日本を含むアジアの各地域 

- 情報源: カバー対象の機関、地域の Web site、或は情報サービス。又、ご協力のご同意を頂いた日本
国内及び米国・欧州・中国・韓国・台湾などの当該分野権威者から提供された情報。 

• 本誌購読のお申し込み方法 

コスモス・コーポレイション CS 部（カスタマーサービス部）まで Yamashita-jun@cosmos-corp.com 

  Tel 0598-30-5225 Fax 0598-30-5571 

- 発行：年間 11 回発行。各号 A4 版、40 ページ前後。 

- 価格：各号 2,000 円 (年間購読の場合 1 年 11,000 円)(消費税込) 

• 本誌の内容案内、ご購読案内は、https://www.safetyweb.co.jp/services/other/publication/ 


